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課題名
3３特産果樹の生産安定と商品性向上技術の確立
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Ｖ成果:の;評価と取扱上の留意点
暖地におけるリンゴの側枝のせん定方法として活用できる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

暖:地に適応する樹形構造（わい性:台木）の:開発
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